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２月１４日(木)午後1時30分からです。
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日本共産党羽村市委員会の活動などについてお知らせします。
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春の
つどい

「政治を良くしたい」の思いが一つに
　いま全国で、党支部主催の「つどい」が開かれています。今回は、４月２６日、羽村団地集会所でおこなわれた「春のつどい」についてお伝えします。

当日は１５人が参加。最初に鈴木たくや市議が活動の報告をおこない、その後、参加者から様々な発言が出されました。最後に、鈴木おさむ衆院２５区

予定候補がかけつけ、決意表明。つどいは「政治を良くしたい。共産党を伸ばしたい」の思いが一つになるものとなりました。
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＜大見出し＞
春のつどい
共産党羽村東支部主催
「政治を良くしたい」の思いが一つに

＜リード＞
去る４月２６日、羽村団地集会所において、共産党羽村
東支部主催の「つどい」が開催されました。当日は１５
人が参加。最初に鈴木たくや市議が活動の報告をおこな
い、その後、参加者から暮らしや政治について様々な発
言が出されました。最後に、鈴木おさむ衆院２５区予定
候補がかけつけ、決意表明。つどいは「政治を良くした
い。共産党を伸ばしたい」の思いが一つになるものとな
りました。

＜本文＞
●みなさんに支えられ１年間の議員活動
　鈴木たくや市議は、画用紙でつくった「活動報告・紙
芝居」をめくりながら、１年間の議員活動について報告
しました。４回の議会では、１時間の持ち時間をめいっ
ぱい使いながら、子育て支援、くらし応援、ごみ問題、
基地問題などをとりあげてきたことを紹介。その中で、
学童クラブの待機児解消や、小金井ゴミ持ち込み期間短
縮・減量などの成果をあげてきたことを報告しました。
　そして、「まだまだ市政の課題は山積みです。みなさ
んのご支持に支えられて１年間がんばってきましたが、
さらに暮らしやすい羽村市をつくるために頑張ります。
ご支援をよろしくお願いします」と述べました。

●参加者からいろんな意見が飛び出します
　参加した方からは、様々な意見がとびだします。
「後期高齢者医療制度」については･･･

・「私は、障害をもっていて、後期高齢者医療制度の対
象になっていたんです。それで、市役所に行って、入っ
た方がいいのか、入らない方がいいのか聞いてきました
。結局、１年間は、入らない方が安くすむという話でし
た。この制度は、本当によくわからないところがありま
す。」
・「この後期高齢者医療制度についてだけれども、羽村
の人は静か過ぎるのではないですか。まだまだ無関心の
人も多いですよ。」
・「この前、週刊誌を読んだら、後期高齢者制度の『広
域連合』は、結局、役人の天下りのポストを増やすだけ
だ、と書いてあったんですよ。そういうところに税金が
無駄につかわれてしまうんだったら、それは許せないで
すよ。」
・「この前、頭のＣＴをとったんですが、３８００円で
すよ。１年前とくらべると、ずっと検査料が高くなって
いたんです。私、これからは検査とか、自費で払わなく
ちゃいけなくなる危険があると思うんですよ。そういう
方向にいってしまうんじゃないかと。」
・「私、こういう後期高齢者医療制度とか、おかしいと
思っている人はたくさんいると思うの。でも、どうやっ
たら、そういう個人個人の思いがまとまるんだろう、と
考えるの。」
・「それじゃ、市役所の前で座り込みしなくちゃ！」「
ハハハハ！」
・「いやいや、広域連合だから、市役所の前に座っても
効果がないんじゃないの」
・「そうでもないよ。市役所の人は、広域連合に報告す
るから、無駄じゃないんじゃないかなぁ」
・「私は、東京土建やっているから、署名の力はすごい
と感じるんですよ。土建国保を守るために、署名を山ほ
ど集めると、それは力になるんですよ。数は力なんです
。」「なるほど。」

市政のことについては･･･

・「さっきのたくやさんの報告。学童クラブに入れない
子どもをなくす、という話ばかりで、入った子どもがど
ういう風にしているか、そこのところはどうなの。つか
んでいるの？」「ああ、そうでした。実は、羽村の学童
クラブは定員を超えて子どもを入れているところがある
んですよ。やっぱりこれは新しい学童クラブをつくらな
いと根本的な解決はできない、と市には言っています」
「言ってるならいいけど。はやくできるように頑張って
」
・「市議会での市長の答弁には、暖かさ、前向きさが余
り感じられませんね。自治体独自でもっと国の制度の悪
いところを補うようなことをやるべきではないでしょう
かねぇ。くらしのこととか。」

・共産党について…

・「共産党という名前は、抵抗がある人が多いから、例
えば「民主労働福祉党」とか「民主社会共生党」とかに
変えてみたら？共産党が掲げている政策の中身がその方
がよく分かると思うんですけど。」
・「私は、難しいことは分からないけれど、戦争中に共
産党が戦争に反対しつづけてきた。これだけで信頼でき
る党だと思っているんです。コロコロ名前を変える政党
じゃない方がいいんじゃないかと。」
・「何より、共産党には頑張って欲しい。やって欲しい
ことがたっくさんありますから。」
・「最近は、志位さんの派遣の質問で、結構、若い人に
は支持率があるらしいよ。１０％とか。もっとそういう
ところで頑張れば、伸びると思うんだけど。」

などなど･･･時間はあっという間に過ぎていきます。

●鈴木おさむ予定候補が決意表明
　かけ付けてきた鈴木おさむ予定候補からは、なんとし
ても共産党を前進させて欲しいとの訴えがありました。
「今の政治はすごく面白くなっています。国民の声が政
治をうごかしつつあると感じます。例えば、ガソリン税
の再値上げについては、３０日にやるんだ、と自民党は
言っています。ところが、それをやったら、２割台にな
っている内閣支持率がどうなるか、とても怖がってる。
自民党の中には、自称『造反予備軍』という若い人たち
がいて、これでは自分が選挙に勝てない、と嘆いている
。ぜひ、もっともっと国民の声で政治を動かして、良い
方向に変えましょう。日本共産党を伸ばすことが政治を
変える一番の力になります。よろしくお願いします。」

共産党羽村東支部主催
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